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番号縮尺

総数日付工事名称

図面名称

平成25年7月

担当

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当
鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

検図

・吹付け

３ 章 　 防 水 改 修 工 事

工法

シーリング改修工法の種類 工法

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去 ・行う

・設ける

露出形器具取付用

水栓、電気温水器

室外機用鉄骨架台

ｽｲｯﾁ､配線は機械設備

コンクリート穴あけ 鉄骨工事鉄管スリーブ入れ 墨出し共

〃 梁、壁木製型枠入れ 墨出し、補修除く

〃 梁、壁スリーブ入れ ボイド等

〃 床スラブ木製型枠入れ 墨出し、補修除く

〃 床スリーブ入れ ボイド等

同上開口部補強 鉄筋切断及び補強筋入れ

既設コンクリート　床・壁　はつり穴あけ 墨出し共

既設コンクリート　床溝はつり・補修 鉄筋切断及び補強筋入れ 墨出し共

既設器具・配管・ダクト撤去後の穴埋め

天井改め口 改め口取付及び、開口部補強 ボード切込、墨出し共

天井開口を必要としないボード等の切開

軽量鉄骨下地開口補強 天井及び壁、ボード切開 照明器具、空調吹出口

給排気ガラリ等

軽鉄下地開口部墨出し 電気関係開口部

軽鉄下地開口部墨出し 機械設備関係開口部

盤等重量物の下地補強

床下改め口 改め口取付及び、開口部補強 墨出し共

流し台

〃

〃 陶器製

ルーフドレイン

立てどい 防露工事共

雨水排水管 第１桝から排水幹線までの配管 第１桝まで配管

〃 幹線の配管 第１桝を含む

生活排水、実験排水 建物及び第１桝までの配管

〃 第１桝から排水幹線までの配管

〃 幹線の配管

アスファルト舗装等　復旧

機械基礎

機械用アンカーボルト型枠入れ ボイラ、冷凍機等機械設備関係機器 墨出し共

機械用アンカーボルト型枠入れ 自家発電機その他電気関係機器 墨出し共

屋外貯油槽 地下式

共同溝 歩床コンクリート共

建物、共同溝接続トレンチ

同上接続部止水板

各種槽類 コンクリート類

〃 SUS、FRP製

換気扇取付 天井扇等・全熱交換器型

含む　フード共

同上用枠、取付板等 木製、アルミ製、鉄製

同上用配管配線

ベンドキャップは機械外壁取付ガラリ 給排気用

内壁取付ガラリ 遮光ガラリ共

ガラリへの給排気ダクト接続

ライニングバック

アスファルト舗装等　撤去

改修ドレン

種別 施工箇所

アスファルト防水層の種別

種別 施工箇所

改質アスファルトシート防水層の種別

種別

合成高分子系ルーフィングシート防水層の種別

仕上塗装 施工箇所

種別 施工箇所

塗膜防水の防水層の種別

材料 といの材種

・配管用鋼管 ・硬質塩化ビニル管

ルーフドレン

種別

・陸屋根用（・縦型　・横型）

・バルコニー用

・バルコニー中継用

防水下地、寸法等

耐酸被覆鋼板、ガルバリウム鋼板の製造所

鋼管製といの防露

施工箇所

ひび割れ部充てん材

種別 種類 寸法 施工箇所

可とう性エポキシ樹脂の製造所、製品名

タイルの形状、寸法、きじの質及び工法等

形状・寸法 きじ うわぐすり 役物 色 工法
施工箇所 製造所・製品名

（ｍｍ） 磁器 せっ器 陶器 施釉 あり なし 標準 特注 工法名無釉

注入併用工法の注入材料

種別 製造所、製品名 施工箇所

・エポキシ樹脂

・ポリマーセメントスラリ

欠損部充てん材

種別 製造所、製品名 施工箇所
・エポキシ樹脂モルタル

・ポリマーセメントモルタル

試験張り　・行う　・行わない

見本焼き　・行う　・行わない

※施工箇所の下線は、耐凍害性があるものを示す。

塗膜はく離材

製造所、製品名

仕上塗材

種類 呼び名

・外装薄塗材Si

・可とう形外装薄塗材Si

・外装薄塗材E

・可とう形外装薄塗材E

・防水形外装薄塗材E

・外装塗材S

・内装薄塗材C

・内装薄塗材L

・内装薄塗材Si

・内装薄塗材E

・内装薄塗材W

仕上げの形状・工法等

仕上げの形状

・砂壁状 ・ゆず肌状

・平たん状 ・凹凸状

・さざ波状

・着色骨材砂壁状

・砂壁状じゅらく

・ローラー塗

・こて塗り

・京壁じゅらく

・厚付け仕上塗材 ・外装厚塗材C

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・内装厚塗材C

・内装厚塗材L

・内装厚塗材G

・内装厚塗材Si

・内装厚塗材E

仕上げの形状

・平たん状 ・凹凸状

・吹放し ・凸部処理

・ひき起こし ・かき落とし

工法

・吹付け

・吹付け

・ローラー塗

・こて塗り

工法

・複層塗材CE・複層仕上塗材

・こて塗用軽量塗材

・複層塗材Si

・複層塗材E

・可とう形複層塗材CE

・複層塗材RE

・防水形複層塗材CE

・防水形複層塗材E

・防水形複層塗材RE

・防水形複層塗材RS

仕上げの形状

・凹凸模様

工法

・ローラー塗

耐候性

・耐候形１種

・耐候形２種

上塗材の種類

樹脂

・アクリル系 ・シリカ

・凸部処理

・ゆず肌状

ひび割れ部の注入状況の検査方法

・コア抜取り

（抜取り個数　　　　個　　コア抜取り部補修方法　　　　　）

アンカーピンニングの工法種別

・単独工法 ・注入併用工法

・単独工法（注入口付） ・注入併用工法（注入口付）

クラック補修 (0.2～1mm)

エポキシ樹脂注入工法

クラック補修 (1mm以上)

Ｕカットシール材充填工法

モルタル欠損部処理

モルタル浮き部処理

エポキシ樹脂モルタル充填工法

アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

m

m

ヵ所

㎡

外壁のクラック等の調査を行い、監督職員に報告すること。

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級

耐風圧性

気密性

水密性

性能等級 ・A種

・A-3　

枠の見込み寸法(mm)・70　 ・100

・S-4　

・B種

・S-5　

・C種

・S-6　

・A-4　

・W-5　

・100　

・W-4　

表面処理

建具

外部に面する建具

屋内の建具

・B-1種

・C-1種

・B-2種

・C-2種

(・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

(・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

種別

・かぶせ工法

・撤去工法　（・はつりによる撤去　・油圧工具等による撤去）

・ポリウレタン系

・アクリルシリコン系 ・ふっ素系

外観
・つやあり ・つやなし ・メタリック

触媒

・溶剤系 ・水系

・可とう形改修用
仕上げ塗材

・可とう形改修塗材Ｅ

・可とう形改修塗材ＲＥ

・可とう形改修塗材ＣＥ

仕上げの形状

・ゆず肌状

・平たん状

・さざ波状

工法

・吹付け ・ローラー塗

足場を設ける場合は、手すり据置き方式又はすり摺先行専用

の両方に手すり、中さん及び幅木の機能を有するものを設置す

ることとし、幅木はメッシュシート、防音シート及び防網等の

足場方式とする。また、併せて、足場の外側及び内側（躯体側）

工事区分
項　　目

区　　分
備　　考

械気築

建 電 機
工事区分

項　　目
区　　分 建

築

電

気

機

械

Ｅ

Ｖ
備　　考

名　　称 概　要名　　称 概　要

２ 章 　 仮 設 工 事

足場その他

<2.2.1>

<3.1.4>

改修工法の種類

及び工程

<3.2.5>

ルーフドレン回り

の処理

<3.2.6>

既存下地の補修

及び処置

種別及び工程

<3.3.3>

種別及び工程

<3.4.3>

工法別使用材料

<4.2.2>

４ 章 　 外 壁 改 修 工 事

種別及び工程

<3.5.3>

種別及び工程

<3.6.3>

<3.8.2>

<4.3.4>

樹脂注入工法

<4.4.4>

浮き部改修一般事項

ひび割れ概算数量

５ 章　 建 具改 修 工事

<5.2.2>

性能及び構造

形状及び仕上げ

<5.2.4>

<5.1.3>

改修工法

　　　　S4SI

　　充填工法

　カラー

・シーリング材

・可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂

　X-2

外壁腰壁:クラック部

・薄付け仕上塗材

（図示に依る）

　PU-2

建築改修工事特記仕様書(2) 特－０２－

補強配筋が必要な穴埋は
建築工事

オールステンレス製

上記を除く流し台

水切り板、同穴あけ共

水切り板、同穴あけ共

０４／７７

制御盤

雷保護設備

道路側溝用排水 Ｌ型・U型と管布設

制御盤以降の配管、配線共

同上接続（一次側） 制御盤主開閉器までの配管配線 接地共

屋内消火栓 消火ポンプ、制御盤

屋内消火栓起動リレー

同上表示灯及び起動装置

自動火災報知器

連結送水口 座板共

独立煙突

同上煙道 鋼板製

同上避雷設備

配管配線ピット 蓋の切開共

二重床の配管、配線用開口 フリーアクセスフロア等

コンクリートシャフト点検口

機械室の防音遮音処理

保守点検用タラップ、はしご

室内テレビ用吊金物

防火区画貫通部補修 モルタル充てん等

機器・配管取付後の壁、床等の補修

テレビアンテナ 取付共

植栽

アルミパネルの穴あけ、補修

三方枠周囲の壁仕上

各階出入口用開口 敷居取付用持出し共

各種信号用制御線 停電用、火災用等

制御盤一次側

本体から制御盤まで〃

非常放送用スピーカ

同上用配線 シャフト外

〃 シャフト内

ピット内防水

動力、照明用電源、接地引込み

コンセント設置 ピット内、機械室内

インタホン配線 シャフト外

〃 シャフト内

点検用タラップ ピット内

防音対策を考慮すること。
有無に関わらず設置すること。尚、北・西・東面においては、

　SI-F2

・弱溶剤系

　庇,アゴ 他

　屋根,パラッペト

防水改修工法の種類

※東、西、北面に関しては防音シートとすること。

ksugi
ハイライト表示

ksugi
ハイライト表示

ksugi
ハイライト表示



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 30

100

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
業務名

改修前　南・東側立面図

改修前　南側立面図　　1/100 改修前　東側立面図　　1/100

A AA DF B
A

B

凡例

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

モルタル刷毛引きリシン吹付の上防水形複層塗材

モルタル刷毛引き目地切リシン吹付の上防水形複層塗材

M

N

屋上手摺：スチール製パイプ OP

縦樋：硬質塩化ビニール管100Φ OP 掴み金物

アルミ建具全撤去範囲を示す

アルミ建具一部(枠以外障子のみ)撤去範囲を示す

巾木：モルタル塗刷毛引き

モルタル塗金ごて

A

E

A AA A

A A B A

B

B

A

F

B

B

B

B

B

E

I

A

A A D

A

A AB B

B

B A

A

F

B

A CC

C

パラペット天端：アルミ製押え金物

29

I J

CBt=120化粧積み(H=1,800)

扉：アングル枠ネットフェンス

防水モルタル塗り

A

A

L

L

平成25年7月

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

一般部

m

m

m

m

単位 合計

幅0.20㎜以上1.00㎜未満

狭幅部

指定部

幅0.20㎜未満

ひびわれ

ﾓﾙﾀﾙ浮き

劣化項目　(参考数量)

3.90

7.10

0.47

111.30

37.2

上記より大

100*300*30

100*200*30

100*100*30

50*100*30

50*50*30

大

中

小

ﾐﾆ

箇所

箇所

箇所

箇所

箇所

m

ｴﾌﾛﾚｯｾﾝｽ

超特大

特大

※上記数値は床･壁･柱･梁･軒・手摺全ての数量を示す。
※施工時に本調査を行う事とする。

爆裂･欠損

錆汁

29.5

幅1.00㎜以上

m

m

6.00

補修跡 8.00

87.9

1

1

11

0

0

0.19

㎡

㎡

㎡

劣化項目

浮き

ひびわれ

略　図

爆裂･欠損

劣化損傷図 凡例

Ａ－０９

アルミEXP．J 撤去

A

防水モルタルこて押えリシン吹付の上防水形複層塗材

１５／７７

M

M

廊下・階段手摺：スチール製角パイプ OP(一部撤去)

RC壁撤去範囲を示す

B

廊下手摺撤去範囲を示す
(位置については現場確認の事)

116,350

17通りまで

116,350

15通りまで

4,175 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000.1 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,0004,000 4,0254,150

10,000

ksugi
ハイライト表示



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 30

改修後　南側立面図　　1/100 改修後　東側立面図　　1/100

100

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
業務名

改修後　南・東側立面図

29

I J

平成25年7月

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

凡例

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

巾木：モルタル塗刷毛引き
高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修

Ｍ

Ｎ

A A F ABD

A

モルタル刷毛引きリシン吹付の上防水形複層塗材
浮き部分調査及び補修 高圧洗浄の上 防水形複層塗材E
モルタル刷毛引き目地切リシン吹付の上防水形複層塗材
浮き部分調査及び補修 高圧洗浄の上 防水形複層塗材E

モルタル塗金ごて
高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修

A

E

A AA A

A AB B A

B

B

B

E

I

A

A AA D

A

A AB B

B

B A

A

F

A

B

A

A

F

B

B

B

B

I J C

C

C

縦樋：既設撤去の上 硬質塩化ビニルパイプφ100 DP
　　　掴み金物(亜鉛メッキ)新設

パラペット天端：アルミ製押え金物 新設

屋上手摺：既設スチール製パイプ ケレンの上DP

CBt=120化粧積み(H=1,800) 高圧洗浄

腰壁新設部分を示す

Ａ－１０

扉：アングル枠ネットフェンスケレンの上DP

１６／７７

L

L

既設下地処理の上ウレタン塗膜防水複合工法(X-2)

枠付鉄骨ブレース：溶融亜鉛メッキの上DP

廊下・階段手摺：既設スチール製角パイプケレンの上DP

廊下手摺新設部分を示す
(手摺:スチール90角 DP，支柱:スチール32角@2,000 DP)

モルタル塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修

116,350

17通りまで

116,350

15通りまで

4,175 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000

4,000 4,000 4,000 4,000.1 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000 4,000 4,000 4,0254,150

10,000

ksugi
ハイライト表示



平成25年7月

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

実験室

実験室

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

モルタル塗VP塗

パイプφ50

パイプφ40@2000
φ13@200

パイプφ40

プラスター塗

100×36

100×36

モルタル塗 VP

100×36

モルタル塗 VP

100×36

プラスター塗

250×400

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

250×400
プラスター塗

プラスター塗

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

仕上モルタル塗目地切パテ充填
防水モルタル塗

ブラインドBOX
ラワン t=24 補強金物共

ビニールパイプ
φ39 @4,000

ブラインドBOX
ラワン t=24 補強金物共

ブラインドBOX
ラワン t=24 補強金物共

防水モルタル目地切
リシン吹付の上
防水形複層塗材

▽水上

△水下

▽2FL

▽GL

軽量骨材吹付

A B

改修前　矩計図　　　1/50

▽GL

13
14

15
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17
18

19
20

21
22

7
8

9
10

11
12

1
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3
4

5
6

DN

131415161718192021 123456789101112

UP

A B改修後　屋外階段詳細図　　　1/50

22

▽GL

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

7
8

9
10

11
12

1
2

3
4

5
6

DN

13141516171819202122 23456789101112

UP

A B改修前　屋外階段詳細図　　　1/50

防水モルタル目地切リシン吹付の上
防水形複層塗材

A B

断熱材吹付
スラブ下端まで新設

既設撤去 下地処理の上 VS張り

既設撤去 下地処理の上 VS張り

改修後　矩計図　　　1/50

防水モルタル目地切リシン吹付の上
防水形複層塗材

巾木:防水モルタル塗 H=100

巾木:防水モルタル塗 H=100

床:特殊防水モルタル塗 目地切

天井:吸音板張リ

パイプφ40 ケレンの上DP

支柱:パイプφ40@2,000 ケレンの上DP
手摺子:φ13@200 ケレンの上DP

　　　(下地共新設)
天井:ＧＢ－ＮＣ張り

モルタル金ごてリシン吹付の上
防水形複層塗材

モルタル塗 VP

モルタル塗 VP

巾木:モルタル
金ごて押え

床 モルタル塗 目地切

柱・梁型：浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

上裏：浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
外装薄塗材E

上裏：浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
外装薄塗材E

梁型：浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

柱：浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

巾木:モルタル塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去
浮き部分補修

鋼板製 撤去

ビニールパイプφ100 撤去

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

鋳鉄製φ100用差込み式
ルーフドレイン 新設

上裏：浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
外装薄塗材E

ビニールパイプ
φ39 @4,000下地処理の上 DP

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

モルタル刷毛引き目地切リシン吹付の上
防水形複層塗材　　

モルタル刷毛引き目地切リシン吹付の上
防水形複層塗材

ドレインφ4吋 撤去

モルタル刷毛引き目地切リシン吹付の上
防水形複層塗材

上裏：浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
外装薄塗材E

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

巾木:モルタル塗
高圧洗浄の上

膨れ部 脆弱部除去
浮き部分補修

第4実験室

1

事

記

番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

担当検図

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
業務名

50

巾木:VH H=60 新設

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地
GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-T

ゴムシート防水t=1.2

既設撤去 下地処理の上 VS張り

アルミ製押え金物 撤去

アルミ製押え金物 新設

アルミ製押え金物 新設

アルミ製押え金物 撤去

アルミ製押え金物 新設

天井:ＧＢ－ＮＣ張り
(下地共新設)

天井:ＧＢ－ＮＣ張り
(下地共新設)

第8多目的スペース

アルミ製押え金物 撤去

グラウト圧入

地中梁打増し

保護コンクリート直均し
防水形複層塗材E 

▽GL

▽1FL

▽2FL

▽RSL

▽2FL

▽RSL

▽1FL

▽GL

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

大梁打増し防水形複層塗材E

浮き部分調査及び補修高圧洗浄の上
防水形複層塗材E

防水モルタル金ごての上
防水形複層塗材E

 ﾌ
ﾞﾚ

ｰｽ
芯

第8教員室

第5実験室

事務室

木製額縁 新設

床:特殊防水モルタル塗 目地切

Ａ－１３改修前後　矩計図・屋外階段詳細図

１９／７７

モルタル刷毛引き目地切リシン吹付の上
防水形複層塗材

モルタル刷毛引き目地切リシン吹付の上
防水形複層塗材　　

木製額縁 新設

アルミ無目付け
ブラインドボックス 新設木製ブラインドボックス

新設

アルミ無目付け
ブラインドボックス 新設

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地
GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-T

外壁面：断熱材吹付t35,LGS下地
GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-T

アルミ無目付け
ブラインドボックス 新設

竪樋：カラーVPφ100 新設

既設下地撤去の上ウレタン塗膜防水
複合工法(X-2)

屋上手摺根巻き(200×200×H150):ゴムシート防水

枠付鉄骨ブレース 新設
H-250x250x9x14(SS400)
溶融亜鉛メッキの上DP

手摺:90×80×2.3
支柱:32×32×1.2@2,000

手摺:パイプ50φ ケレンの上DP

手摺:90×80×2.3 ケレンの上DP
支柱:32×32×1.2@2,000

ケレンの上DP

手摺子:角パイプ 32×32×1.2@2,000 OP

手摺:角パイプ 90×80×2.3 OP

段鼻タイル 段鼻タイル

段鼻タイル クリーニング

蹴上げ・踏面・踊場:モルタル塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修

段鼻タイル クリーニング

巾木:モルタル塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修

手摺:90×80×2.3 ケレンの上DP

支柱:32×32×1.2@2,000 ケレンの上DP

蹴上げ・踏面・踊場
ﾓﾙﾀﾙ塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修

手摺:角パイプ 90×80×2.3 ケレンの上DP

手摺:角パイプ 90×80×2.3 OP

床：モルタル塗高圧洗浄の上
　　膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修

床：モルタル塗高圧洗浄の上
　　膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修

Ｌ型排水溝250 新設：別途工事

巾木:モルタル金ごて押え

段鼻:磁器廻リ止めタイル
：別途工事 天端:モルタル金ごてt30 撤去

プレキャスト開渠W700×H700 撤去

コンクリート製蒸気ピット撤去

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120モルタル金ごて磨キ目地切 撤去
：別途工事

床:土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120モルタル塗金ゴテ押え 撤去
　 　　　　　　　　　　　　　　　：別途工事

床:土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120モルタル塗金ゴテ押え 撤去
　 　　　　　　　　　　　　　　　：別途工事

床:土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120 金ごて目地切@2,000 新設
　　　　　　　　　　　　　　　　：別途工事

床:土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120 金ごて目地切@2,000 新設
　　　　　　　　　　　　　　　　：別途工事

床:モルタル塗高圧洗浄の上 膨れ部 脆弱部除去・浮き部分補修

床:土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120 金ごて目地切@2,000 新設
：別途工事 化粧玉砂利(砕石)t=40敷き 新設：別途工事

地先境界ブロック(150×170×200)
新設：別途工事

既設防水下地処理の上
塩ビシート防水
(高反射シート t=2.0)
断熱接着工法(SI-F2)

断熱材:硬質ウレタンフォームt=30

既設防水下地処理の上
塩ビシート(高反射シート t=2.0)防水
断熱接着工法(SI-F2)

モルタル刷毛引きリシン吹付の上
防水形複層塗材

防水モルタルリシン吹付の上
防水形複層塗材

既設防水下地処理の上塩ビシート(高反射シート t=2.0)防水
断熱接着工法(SI-F2)
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番号縮尺

総数日付

1

工事名称

図面名称

※A3版の場合は50％縮尺とする

平成25年7月鈴鹿工業高専機械工学科棟改修その他工事

担当検図

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

鈴鹿工業高専機械工学科棟改修設計等業務
鈴 鹿 工 業 高 等 専 門 学 校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

A

B

AA

A A

B B

Ｎ

1 302 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 1616 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

1 302 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 1616 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

改修前　外構配置図　　　1/200

改修後　外構配置図　　　1/200

改修前後　外構配置図
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1FLからのレベルを示す±0
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凡 例 内 容

改修建物

５８／７７

-200

±0

凡 例 内 容

改修建物

300

コンクリート舗装 撤去（7㎡）：別途工事

犬走りコンクリートt=120，段鼻:タイル 撤去（261㎡）
：別途工事

現場打ちL型(300)側溝，車歩道境界ブロック 撤去（134ｍ）
：別途工事

既製コンクリート側溝(W=500) 撤去（56ｍ）：別途工事

植樹4本 撤去(ｶｲｽﾞｶｲﾌﾞｷ:樹高=4.2m,枝張=2.5m)：別途工事

コンクリート雨水桝(450×450)鉄蓋 撤去：別途工事

既製コンクリート雨水桝(300×300,グレーチング蓋共) 撤去
：別途工事

クリエーションセンター前キュービクルまで（L=31ｍ）：別途工事

U字溝(W=300,グレーチング蓋共) 撤去：別途工事

クリエーションセンター前キュービクルまで（L=31ｍ）：別途工事

土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120(Fc18-15-25,ﾀﾃﾖｺ共D10@200) 新設(309㎡)
：別途工事

既設コンクリート下地処理の上モルタル金ごて(3㎡):別途工事

排水管(数値は管径)：別途工事

雨水桝 撤去：別途工事
雨水排水管 撤去：別途工事

雨水桝540×440(L型用) 新設：別途工事

雨水桝600×600 新設：別途工事

既設雨水桝 縞鋼板蓋(溶融亜鉛メッキ) 新設：別途工事

排水管(数値は管径)：別途工事

雨水排水管 撤去：別途工事
雨水桝 撤去：別途工事

雨水排水管 撤去：別途工事
雨水桝 撤去：別途工事 雨水桝 撤去：別途工事

雨水排水管 撤去：別途工事
雨水桝 撤去：別途工事

雨水排水管 撤去：別途工事 雨水排水管 撤去：別途工事
雨水桝 撤去：別途工事

雨水排水管 撤去：別途工事

コンクリート蒸気ピット 撤去（25㎡）

既製コンクリートL型側溝W=250 新設（264ｍ）：別途工事

化粧玉砂利(砕石)t=40敷き 新設（20㎡）：別途工事

地先境界ブロック150×150 新設（30ｍ）：別途工事

空調室外機ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎(t=200 Fc18-15-25,ﾀﾃﾖｺ共D10@200W)
新設(22㎡)

植樹6本 撤去(アオギリ:樹高=5.0m,枝張=3.0m)

コンクリート舗装t=100＋アスファルト舗装 撤去（592㎡）

アスファルト舗装 新設（556㎡）
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